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　かほく市では令和４年から市史編さん室を設置し、令和 7 年度
は第 2 冊目となる『かほく市史  資料編 1 古代・中世』が完成し
ました。市域の飛鳥時代から戦国時代を物語る史料を数多く掲載
しています。ぜひ一度手に取ってご覧ください。
　また、1 冊目の『図説　かほく市の歴史と文化』は、かほく市
の原始から現代までの歩みをまるごとビジュアルに解説した一冊
として親しまれ、市立図書館の電子図書館でもご覧いただけます。

【市内の販売窓口】
▷かほく市史編さん室（高松産業文化センター３階）
▷スポーツ文化課（かほく市教育庁舎）
▷かほく市立中央図書館
▷高松、七塚サービスセンター

（遠方の方）
▷石川史書刊行会にてネット販売　➡︎
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平安時代中期に完成した延喜式』に「横山」
駅が記されている（国立歴史民俗博物館所蔵）

鎌倉時代末期の承鎮法親
王付属状に「気屋保」が
記されている（三千院所蔵）

戦国時代末期、織田信長軍の柴田勝家らが、上杉謙信軍の主力部隊な
どが高松に陣を敷いていると信長に報告している（宮川文書）
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Ｂ５判　510 ページ　上製本・貼りケース入り

価格：5,000 円（税込）
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« 問い合わせ先 »

かほく市史編さん室
〒 929-1215
石川県かほく市高松ク４２番地１
　かほく市高松産業文化センター３階
ＴＥＬ：（076）281-3455
ＦＡＸ：（076）281-3521
E-mail：shishi@city.kahoku.lg.jp

刊行年度 種　別 分　野 内　容

　既　刊 図説編 原始～現代 かほく市の特筆すべき出来事
について、写真を中心に解説

令和７年度 資料編１ 古代・中世 飛鳥時代～戦国時代

令和8年度 資料編６ 寺　社 寺・神社の歴史

令和9年度 資料編７ 民　俗 人々のくらし、農業・漁業・
工業

令和１０年度 資料編３ 近　代 明治時代～戦前

令和１1年度 資料編５ 考　古 遺跡・遺物

令和１2年度 資料編２ 近　世 江戸時代

令和１3年度 資料編４ 現　代 戦後～現在

令和１4年度 資料編８ 集　落 各地区の紹介や風俗

令和１5年度 通史編 通　史 かほく市の歴史を編年体で著
したもの
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